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業務運用 ･ 管理 シ ス テ ムと連携 したグル ー プウ エ ア の 活 用方法

平 山 か ほ る( 工 学 部 技 術 部 第
一

系 第
一

班)

L】1｣ 本 好 弘( 工 学 部 技 術 部 第 二 系 第 四 班)

1 は じめ に

技術部再組織化後に発 生す る依頼業務を行う

にあたり
､ 業務運用 ･ 管理シ ス テ ムとグル ー プウ エ

ア( ｢ L a! c o o d a W IZ ｣) をどの ように連携させるか ｡ ま

た
､ 依頼業務を迅速か つ 円 滑に行うため に ､ グル

ー プウ エ ア をどの ように活 用すれ ばグル ー プ内の

意見 交換 ､ 作業調整 および情報共有を図ることが

できるかを提案する｡

2 グル ー プウエ ア

現在 ､ 技術部内で使用してい るグル ー プウ エ ア

の 動作環境 ､ 環境設 定などに つ い て紹介するo

今回使用 した ｢ L a! c o o d a W IZ ｣ は 大企 業の 部門

や 中小 企業の 全体的 な活用 の ため の グル ー プウ

エ アであり
､ 業務管理 ､

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
､ 情報共

有 ､ 情報蓄積などが 可能である｡ Lill u X や W ill (l o w s

2 0 00 などの O S にお い て動作可能な マ ル チプラット

フ ォ
ー ム 対応であり､ 無償( ライセン ス フリ

ー

) 配布

されているo また ､ 業務上の 必要な情報をデ
ー タ ベ

-

ス として蓄積でき､
ス ケジ ュ ー ル 管理 ､ 行動計画

表 ､ 会議室予約等の 業務効率 化の ツ
ー

ル を備え

て いるo

2
.
1 動作環境

｢L a! c 〔) o d a W I Z｣ の 提供元による動作環境と今回

の 動作環境を表 1 に示 す｡ ｢ 動作報告されて い る

環境｣ に は 報 告され て い な い が ､
T u r b () L ill u X 8

S e r v e r に お いて動作を確認して い るo また ､
動作前

提条件の ソフトウ ェ アは全 てソ
ー

ス からのイン スト
ー

ル で はなく､ R ed H at 系で使用されて いる r p m パ ッ

ケ ー ジを使用した o

2
. 2 設 定

ここでは ｢ L a! c o o d a VV IZ ｣ を動作させるための 環

境設 定に つ いて述 べ るo

表 1 .

｢ L a! c o o d a W I Z ｣ の 提 供 元 に よる動 作環 境と今 回 の 動 作環 境

サ ー バ 環境 ｢ L a! c o o d a
_
W ⅠZ ｣ 提供元による動作環境 今回の動作環境

O S R e d H at Ⅰ_
Jirーし1 X 7 .

x/ 8 . 0 W i n d o w s N T 4 . 0/ 2 0 0 0 T し11
-

b o Lir1し1 X 8 S e1V e r

動作前提条件

ソフトウエ ア

(推奨)

W e b サ
ー

バ A p a c h e 1 . 3 . X A p a c h e 1 .3 . X A p a c h e 1 .3 . 2 7

S c rip t 言語 P H P 4 .2 - 4 .3 .l P H P 4
.
2 - 4 ∴3 . 1 P H F

)

4 .2 .3

デ ー

タベ
ー

ス P o s t g r e S Q L 7 .2 . x
､
7

.3 .
x M y S Q L 3 . 2 3 . X P o s t g r e S Q L 7 .2 .2

ハ
ー

ドウエ ア

ス ペ ッ ク

C P U P e n tiし1 m 1Ⅰまたは C el e r o rー (4 0 0 M H z 以上推奨) P e nti u m III 5 5 0 M H z

M e Ⅲ1 0 1γ 6 4 M B 以上 (2 5 6 M B 以上推奨) 12 8 M B

動 作報 告されて い る環 境

R e d H a t L i n u x 8 . 0 A p a c h e l . 3 . 2 7 P tl P 4 . 2 . 2 P o Ld g r e S Q L J 7 . I . 3

R e d H a t L i n u x 9 h t t p d - 2 . 0 . 4 0
-

2 1 . 1 p h p - 4 . 2 . 2 - 1 7 p o s t g r e s q ト7 . 3 . 2 - 3

V i n e 2 . 6 R C l a p a c h e - 1 . 3 . 2 7 1 0 v1 1 p h p
- 4 . 2 . 3 - O vl l p o s t g r e s q l

-

7 . 2 . 3 1 0 vl l

P l a m o L i n u x 2 .
4

.
1 9

-

p c 9 8 A p a c h e 1 . 3 . 2 2 P H P 4 . 3 . 1 F ' o s t g I
-

e S Q L 7 . 1 . 3

F l
-

e e B S D R 4 . 8 A p a c h e 1 . 3 .
2 7 P H F

' 4
. 3 . 1 M y S Q L 4 . 0 1 0

D e bi a n G N U / L i n u x 3 . 0 ( W o o d y) A p a c h e l . 3 . 2 6 P H P 4 . l
.
2 P o s t g r e S Q L 7 . 2 . I

V i n e L i n u x 2 . 6 r l( F T f-
)

) A p a c h e 1 . 3 . 2 9 + m o d
_
s s1 2 . 8 . 1 6 F' H P 4

. 3 .
3 P o s t g r e S Q 工J 7 . 3 . 4
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a ch c の 設 k { (h t t d . c o n r)

【
〕
H [
】
4 を使用する設

'

Jii
l

､
｢1 - a! c o o d a t･V[ Z ｣ (7) トノブ 何

面を認識させ る設定

･ p ｢【p の M I M E タイプを宣言

- A 亡】d T y p c と1 P P li c a Li( m / .
y - ht t p c トp h p . p h p

･ [)i r e c t o r y E n d e x の 設
'

/

J

i:

→ r)]
'

r e ct () r y h l d e x i n d e x .h t m l i n (l e 光 . p h p

P [1[ ' q ) # # (

｢ L 8.! c ( ) O d と 川 I Z｣ の プ ロ グラムで使用され てい る

P[ [ P ス ク
)) プトエ ン ジン 0 ) 動 作とロ グに関する設定

･ ス
-ーパ ー グロ ー バ ル 変数を有効

→ r c gj sしe しg】01コiLI s = (二) n

･ 略 f-じ表記(く? ? ラ) の PI I P
/
/ グを有功

→ s h ( )r-t
【
( )p c l1_
t ti g

= O n

･

m b s L ri n g の コ メント記Il
r '

J を外し､ I t T T P 人ノ｣ 変換を

有効

→ m b st rill g , C rl C ()d i n gー
tr a】1 Sl atj o n = O l1

･ 透過的 にセ ッシ ョ ン 11) を付加 する設定
ー
s e s si o n . u s e

ー
t r a n S
ー
Sid = 1

･

p h p .)
'

11j に上り エ ラ ー ロ グを残す設
'

ji:

l 1 ()ti c e 以外 u ) ロ グを出力

- e r r o r
_
r e p ()rti n g

= [ ･: : 1 L L &
､

仁 N O l l C E

I 〕H I 】 ク
ー トア ッ プ~

■

峠o ) エ ラ ー を井表小

一'(11
'

s p 18 y
._
St a r

.

t u P_
e r r () r S = O Ir

LrhL
-
[血I
r
に エ ラ

ー を)ド表 示

- う dis pl a yー
e r r ( ) r S = ()fr

エ ラ
ー

ロ グ出力

→ 1()g
_
e r r o r s

= ∩】1

エ ラ
ー

一口 グ は/ v a r/1 ()ど/ p h p

-

e r r ( , ド
_
l o g

= / v a r /l o g /
'

p h p

s y sl o g に ロ グを残さない

ー
; e r r ( ) ｢
_
1 () i

=

5 〉
′

sI()g

r e S Q 【｣ の 設 定 ( h b a . c o nL
L

)

デ ー

タ ベ -
-

ス - の 接続に関する設定

･ クライアント認証

- 1() c at a一l 8
.
1】 t r u st

- h o st a l】1 2 7 .0 .0 . 1 2 5 5 .2 5 5 . 2 5 5 . 2 5 5 t r u s t

r e S Q l . の 設定 ( ] . c ( ) n F)

･ デ バ ッ グよ'1 < を しなt･ ､ 設定

･

-

- 2 3

･ T C P /r P 接続を許 ‖[ する設 k
'

→ l c p L P_
S () C k c Lt = () n

･ P o s L hlr e S Q L へ 0 ) 接続状況をモ ニ タリン グ

→ S L d l s
_
c o m m aJl ⊂1

_
sl riEl g

=
t r u e

- S t ilt s
_
r () ＼V
_
l L l＼

･

e 卜= t r しJ C

- S tとi【s 1 11( ) c k
_
【e v (JZ = t r u e

｢l . a! c o o d a W I Z の 幽l 附 こ上る設 定

･ 鹿本情報c r) 設
'

jt
'

新税 ユ ー ザ 僅録
､ 管押 者設定 ､ 使用機 能ci)

設定など

･ 個 人情報JTJ デ ー }
/ の 設 定

･ 各画両用デ
ー )
/ a ) .ii

L '

/ii
r

2 ｣】 動作の 什組 み

クライア ントから H T
r

l1 ' リク エ ストに上る抜綻要求

(LT)) があると､ サ
ー ー

バ 側で は .
′＼p 乙i C h e a )

しぃに t 7 - - ド

されて い るl-)11l 〕 の l〕o s t 打 ,

e S Q L モ ジ ュ
ーール 0 )うち ､

I-
〕

()s l g r
､

L
I S Q l 一

- の 積 続開数が 呼び [
L

H される｡ 】i h p 〔1

を通 じ て p () sしg r e S Ql . の デ ー

タ ベ
ー

ス サ ー- バ

( p o st m a s t e r) に接続 要求(②) が 送られると ､
デ ー

ー

J
J ベ

-ー ス エ ン ジ ン ( p ( ) sしfl r e S ) が 起 動 ( 伝)) し ､

L
'

い S l g r e S Q l. が刷川
,･J

'

能となる. 次に何らか の 問 い

/ナわせ((i〕) を S Q l. 丈U ) 形 で r
〕H l ) か ら送信( ⑤) す

ると､ p f ) H l 打I C S に上
/
J て処理され ､ 結果(⑥ ,⑦) が 返

され ,7J ､〉
二0 ) 動作[-i デ ー タ ベ ー

ス 処理 がイこ必 要 に

なる吏で繰り返される｡ 以 1二0 ) 動作のfl_
- 組み を図l

に ,1i す｡

クライア ント

酢
､

十

1ipr rl)

リクエ スト

下す

7
､

⊂ =

処理 結 果

I flT l･11 J 7

図l . 劇作 のft 組み

2
,
1 i:= な機 能

｢ L とt! c o ‖〔1とI V ＼
{

] / ,｣ 0 ) i二な機 能とそ0 ) 両面を紹 介

す るご
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3 活用ノ/ 汰

グル ー -

) ウ ェ アと業務運用 ･ 管理 シ ス テム を連携

させる場合 ､
グル ー

ー

/ ウェ アU_) どa ) 機能を佐川する

か ｡ 立た ､ 作業を行う場合 ､ 作業者何 1二0 ) 日程調

整 や連絡に ど0 ) 機 能を使川 するか ｡ 図2 は 業務u )

依煩 から終 r まで の 流れである｡ t に依煩 内容調

査担当 者の 決定 ､ 依頼業務担 当グ ル
ー- 7
':
ぉ よび

作業杓 当者 決 定 ､ 作業開 始後o_) 連 結
･ 調整 にお

い て述 べ る｡
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ら>
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l ' + . L ■.

■

旦払
t~二IP 岩魚
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u }

､ ＼ D- 二

凶2 , 業務o )(戊相か〔ノ終了圭-･ごU ) 流れ

3 . 1 使用条什

依頼業務 を行うに ほ､ 迅速か つ 碓 尖な グル -

プ内の 連絡 か不可欠で ある o そ こ で ､ 以 卜の 条

件を設定す る ｡

(1) ｢[L; Li メ モ｣ ､

｢ r61 乾板｣ Lj) 有無 が 太 ′J
r
; され /J

｢1 1 0 M r l二｣ Id II
A
[f[j を 川制札 二L 度 .

I-t 確.
=

i
F

L

J
､ す()
〉
二れ

により迅速な対[JLこがI-
.

A LT , れ る二

(2) ｢ 行 先ボ ーード｣ 0 ) 変史 をl仁確 に
'

ri
;

) とともに ､

｢ ｢1 0 M L;｣ 同様 ､
1 時間に 1 度は 健,讃する: 二れ

によりグル ー プ メン バ
ー

u
_
) 状 態を把推し ,

確 実

な連綿 がlズl られるJ

3 . 2 業務運川 ･ 管PJ旦シ ス テムとの 連携

頼 内容 同席押_当者決定

業務運 用 ･ 管理 シ ステ ム に依頼 業務 が-;I-
'

; きL^ 去

れると､ 全ての 技術 部メン バ
ー

- にそU ) 書き込 み が

公 開される｡ そ こで ､
グ ル

ー

ー7
､

内で鵜 机に 依頼 業

務を確認したメン バ
ー

は ､ グ ル ー ウ n ,メン
バ ー

にグ

ル ー プウエ ア｢ 回覧板｣ を利用し ､ 依蛸 業績l勺
'

# 調

- 2 5

査但
､ 1

'

l 者- を
'

( ｣うかどうか 0) 通知を
'

(i-ラ; = 二 の 場-pn
A

､

必 ず｢ コ メン ト付きで:2 (E
-:iA 確認｣ にチ ェ ックを入れる｡

二 の 通 知を受 けたグ ル ー
-

/ r^J メン バ
ー

は ､

｢ 回覧

板｣ o ) ｢ コ メン ト｣ に意志 衷 j]1
･

を
'

(j うD 意思 表 ,T< がな

い メン / i
-

一に対して は ､
グ ル - : i

:

内 の 業薦 委 員が

｢ 行先ボ
ーード｣ により状態を確認しl

'

=u 断 する｡ グル
ー-

7
:

内 の 古志が 決定したら ､
グ ル ー プ の 代衷もしくは

それぞれが業務運川 ･ 管稚シ ス テム に表示 を行う｡

([頁】3 参照
.
)

= =

6
･

P l: l
l
j?
.
ど

L T
._
ノII･.

,;-

l xJ 3 . グ ル -- プ 内o ) 位相I) ,J 容舶4王

)ll_二ij
c) )

J旨ふ朋照
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5 お わりに

以上 ､ 業務運用 ･ 管理シ ステムと連携したグル
ー

プウ エ ア の 活用 方法 の
一

例 を提案した o 今後 ､ 依

頼業務を行 っ て いく中で ､ さらに技術部に適した活

用方法の 研鋳を行う｡ また ､
W IZ の プ ロ グラム を解

析 し開発 を行うことで ､ 技術部に特化した カス タ マ

イズを行う｡
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